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４．  がん抗原・CT抗原の抗原性 
 肺がんでしばしば発現している CT抗原の NY-ESO-1(CT6)や XAGE1(CT12)は、抗原性が詳細に
解析されている代表的な抗原である。これらの CT 抗原が、がん組織内で発現しているがん患者の
約半数には、対応する CT 抗原に対する抗体が血中に存在する 6,7）。各 CT 抗原に対する抗体が陽





















要な役割がある 10,11）。もちろん、がんを殺傷する主役の細胞傷害性 T 細胞を活性化するためには、
抗がん抗原抗体のみが血中で増加するだけでは腫瘍免疫応答のサイクルは回らない。がん免疫治






















確な統計解析が可能になる。例えば Luminex 社により開発された xMAP テクノロジーを用いると、蛍
光色素で塗り分けられた 100 種類のマイクロビーズを同時に測定することができる。この同時多項目

















合理的に説明できる。この様な問題点があるものの、CT 抗原には分子内に複数の Cys 残基が存在





































備を進めている。診断薬としての Proof of Concept(POC)取得はこれからの課題ではあるが、予備的
な診断薬 POC 取得に既に成功している 1）。肺がん患者に対してγδT 免疫細胞療法を実施した血
清を用いて、１７種類のがん抗原に対する抗体価を測定した予備実験の結果からは、治療前後で抗
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